
 
 

ようこそ 島のジャム屋へ 
 
 

地域内連携で 
価値を生む 
仕組みを創る 

資料 ５ 



 略歴（個人も含む） 
  中部電力株式会社１１年勤務 

    その内２年間は東京のベンチャー企業の社長のかばん持ちをさせてもらう 

 

2001年10月：結婚・・・新婚旅行先のパリでジャム屋と出会う 

2003年11月：個人事業としてジャム屋を創業 

2007年７月 ：島へ完全移住。通年営業を開始。耕作放棄地などを借り農業部門設立。 

2011年６月 ：法人化（株式会社化） 

2012年7月 ：周防大島町観光協会副会長に就任 

2013年2月 ：農林水産大臣 林芳正さまが視察でご来店 

201３年１２月：経済産業省が選ぶ「がんばる中小企業300社」に選ばれる 

201４年９月 ：山口県農業試験場などと共同研究で最新苺ハウスを建設し苺栽培開始 

201５年４月：全面リニューアルオープン 

         （新工房・ジャム直売所建設・カフェ増築） 

201５年11月：６次産業化優良事例表彰にて農林水産大臣賞受賞 

 



   瀬戸内に浮かぶ島 周防大島 



周防大島 ： 主産業が一次産業の島（ミカン・漁業） 

 



  高齢化率 日本一 
   
     だった過疎の島 
 

 
なぜ？ 



地域資源は「みかん」だけ？ 

（規模の経済＝大規模産地が得意） 

 

 

 

地域の個性と多様性を結びつけると 

これまでにない価値が生まれる 

（里山資本主義=国土の７割が中山
間地） 



㈱ 瀬戸内ジャムズガーデン 
 
設立2003年11月 
雇用数：26人    
畑：約65a 
ジャム生産：年間約13万本 
販路：直営店約6割 

   卸約3割 通販約1割 



2015年11月 
 

６次産業化 農林水産大臣賞受賞 

キーワード 

「チームづくり」が価値を生む 

（地域内連携と経済循環） 



地域内連携で 
高齢化率日本一の島に産業を造る！ 



今の時代に求められているのは、地域の価値に気付き、その
地域に根ざした活動を展開することだと思います。その土地
でできた農作物を使い、人の手で作り上げていく生活の充実

感を表現していくこと。そして田舎では田舎でしかできな
い事業を行うことが理想のスタイルであることを実践によっ
て示すこと。それが地域を復興させ、お年寄りを元気づけ、若
者を呼び戻す切り札になるはずです。 

 

そのために私たちにできることは、まずはこの土地でしか
できないジャム作りをすることだと考えます。この土地と
作り手の魂が感じられるジャムづくり。さらにこの島と人々との
つながりから生まれるジャムをその場で味わってもらい、そこ
にしっかりとこの島の土の味が宿っていることを知ってもらう。
これこそが私たちの目指しているジャム作りなのです。 



１ ㈱瀬戸内ジャムズガーデンとは 

１次産業（農）・・・果実作り 

２次産業（工）・・・ジャムづくり 

３次産業（商）・・・ 

    ジャムの販売 ・カフェ 

    雑貨や果樹苗木、果実の販売 

    ギャラリー、観光果樹園運営 



１次産業（農業） 
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お互いの持っていないものを活かす連携作り 



2次産業（ジャムづくり） 

島にしかないＶｉｎｔａｇｅなジャム造り 

季節毎の 
地域の個性と多様性を瓶に詰め 

年間１６０種類 



コンセプト:ジャム作りの物語を楽しんでもらう 

３次産業（サービス） 



 生産本数の推移 

2007年７月３日島に移住  

７月２０日通年営業開始 

従業員数4人 

契約農家：8件 

2016年4月末 

従業員数26人 

（島へのＵＩターン者８名含む） 

契約農家：５２件 



ジャムは作っても売れない商品の代名詞！ 

 



考え方を逆転させる 

～「里山資本主義」的 
      商品・サービス開発～ 
 

・小規模を逆手に・・・定番商品は作らない！ 

・加工用果実ではない加工用果実 

・田舎ではとことん手作りで人件費をつぎ込む 

・果実作りの現場にフィードバック 

・苺をトレーでは売らない                     

・瀬戸内のパンの祭典「瀬戸内パンフェスタ」！ 

           ・ 

           ・ 

           ・ 

 



 

キーワード 
人と人の繋がりが 

地域資源 



観光協会 

商工会 
島の起業家塾 

ブルーベリー研究会 

就農者 

加工食品店 

移住者 

障がい者援施設 

横の繋がりで価値を作る 

仕組み創り 

お寺関係 

 

ジャムのある 
くらし研究所 



24時間テレビと共催で 

浜清掃 



地域内チーム作りで販促 

チーム：ジャム屋・餅屋・寺・
インターン生 



チーム作りで新商品づくり 

チーム：ジャム屋・花農家・移住者 



周防大島 

ブルーベリー研究会 発足 

定年退職者向け 

スモールビジネス 

障がい者支援施設 

との農業共働 



チームで 

起業家支援 



チーム：ジャム屋・オイルサーディン屋・移住女性 



卸先とのチーム 
瀬戸内パンフェスタ 

 



 
チームで最適解を造る 

 

周防大島高校 
 

地元業者 

瀬戸内のこだわり 

パン屋さん十数店舗 



 
地域内でイノベーターを育てる 
～全国初の小中高連携起業家教育～ 

 

高校 

 
 

小学校 

高学年 
中学校 

キャリア教育
（５・６年） 

2年：模擬会社設立 

3年：夢のかけ橋 

  （プレゼン学習） 

ビジネスプランコンテスト 

  里山資本主義的学習 

事業化経験 

など 

・大企業誘致はリスクも伴う時代 

・地方は廃業が増えているが開業は少ない 

・雇われる以外の選択肢を若者に気づかせる 

・産業を造れる人材を地域内で育てる必要がある 

⇒ キャリア教育で「意思決定」と「行動」を学ぶ 

 







一人一人の資質や可能性は小さくても 

その繋がり（チーム）を造ることにより 

新しい価値を生むことができる 

 

 チャレンジ・繋がりの 
 集合体が 

 
 “地域力” 



ベンチャー企業の社長からの教訓 

行動を起こす時に一番必要なものは 

 

      知識と経験 

 

自分の知識・経験 ＜ 他人の知識・経験 

 

  人的ネットワークを広くもつ！ 

→「長所を連携した 

     最適なチーム・仕組み創り」   

             が可能となる 


